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目的 

   水産物（淡水魚を含む）の放射性物質モニタリングは、

東京電力福島第一原発（以下「原発」という。）の事故以

降継続して行われており、平成25（2013）年3月末までの

間に28,140検体の検査が行われています。この間、現行

の基準値である放射性セシウム濃度で100ベクレル/kgを

超える検体の出現率は約9%（2,569検体）となっています

が、期間毎にみると平成23年3～6月期の24%から、平成

25年1～3月期には3.5%へと、事故からの時間の経過に伴

い低下しています。 

   その一方で、平成24年8月には原発からおよそ20km離

れた福島県沿岸においてそれまでの最高濃度となる放射

性セシウム濃度25,800 ベクレル/kg のアイナメが採取され

たほか、その後原発の港湾内では最高で74万ベクレル/kg 

のアイナメの存在が確認されました（平成25年5月末日現

在、アイナメは福島県全域で出荷が制限されているほか、 

茨城県北部で操業が自粛されています。 ）。 

   また、仙台湾のクロダイからは500ベクレル/kgを超える複

数の個体が採捕されるなど、全体の傾向とは大きく異なる

事例が散見されています（平成25年5月末日現在、クロダ

イは宮城県及び福島県の全域で出荷が制限されている

ほか、茨城県北部で操業が自粛されています。） 

   更に、淡水魚では天然のヤマメやイワナで未だに相当

高い濃度が検出されています。 

   これらの事象が生じる原因が未解明のままでは、汚染

低減の見通しが立てられず、また流通している水産物に

対する信頼性の低下が懸念されます。このため、各機関

の協力を得て原因究明のための緊急調査研究を実施し

ましたので、ここに結果を報告します。 

注：本稿で「放射性セシウム」と記している場合、セシウム134とセシウム137の合計値を表しています。 
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